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卒論の提出について
卒論の提出は1月上旬の指定された日時にしかできません。黒表紙を用いて紐綴じしたものを2部作成し、１部にのみ所定の「提出用紙」を貼り付けて提出します（「提出用紙」は各ゼミまたは共同研究室で配布）。また，2月上旬に主査・副査による口頭試問があります。試問時には提出したものとは別に自分の論文のコピーを一部持参すること。
卒論の様式

提出論文はA4判に以下の書式設定をしてください。

· 日本語論文の場合：明朝フォント10.5または11ポイント／行数のみ指定：22行／一行の字数は設定しない／英数字はCenturyまたはTimes New Romanとする

· 英語論文の場合：Times New Roman 11または12ポイント／行数のみ指定：22行／一行の字数は設定しない
· 両端揃え(Justification)にする
※かならず「書式設定の詳細/Tips」「卒業論文のサンプル」を参照してください。また、「卒業論文集」の書式は「卒業論文」の書式とは異なりますので注意してください。
卒論の構成

　論文は、表紙、目次、英文アブストラクト(日本語論文の場合のみ)、本文、参考文献リストからなります。

　表紙にはページ番号はつけません。細かい様式についてはサンプルを参照してください。
　目次はページ番号をつけてもつけなくてもかまいませんが、つける場合は小文字ローマ数字（i、 ii、 iii、 ...）にします。

　英文アブストラクトは、論文の概要を250–300ワードで説明します。最初にトピックの概要を説明し、次に論文の構成を紹介するのが一般的です。アブストラクトにはページ番号をつけてください。その際、小文字ローマ数字にします。

　本文のページ番号は、アラビア数字で「1」から始めてください。また、章ごとにページを改めてください。この点は「卒業論文集」とは異なりますので注意してください。なお、Microsoft Wordでは文書の途中からページ番号の書式を変更することが困難ですので、表紙、アブストラクト、本文以降とファイルを分けると良いでしょう。
　章ごとに改ページしてください。ここは「卒業論文集」と異なる点ですので注意してください。

　参考文献リストは、様々な書式があるので、実例ページや自分が読んでいる論文の文献リストを参考にして書いてください。一般に、英語の著者名でも姓を先に書いて（例： Locke, John）、リストは姓のアルファベット順に並べるのが通例となっています。一般的に必要な情報は以下の通りです。

· 本の場合：著者名、出版年、タイトル（英語の場合はイタリック、日本語の場合は『』でくくる）、出版社

· 論文集に収録されている論文の場合：著者名、出版年、タイトル（イタリックにせず、英語の場合は “ ” 日本語の場合は「」でくくるのが普通）、編者名、本のタイトル（英語の場合はイタリック、日本語の場合は『』）、出版社、ページ番号

· 学術誌に収録されている論文の場合：著者名、出版年、タイトル（イタリックにせず、英語の場合は “ ” 日本語の場合は「」でくくるのが普通）、学術誌名（英語の場合はイタリック、日本語の場合は『』）、号、ページ番号
その他、細かい点は実例ページを参照し、不明な点は指導教員の指導を仰いでください。(文学分野の実例ページは、栩木伸明『卒論を書こう――テーマ探しからスタイルまで』(三修社、1995年)より借用しました)

　「本文のページ数は何ページぐらいあれば良いのか？」という質問を良く受けますが、卒論の評価はページ数ではなく、中身に対してなされます。ページ数よりも、主張が十分に説得的なのか、説明が丁寧で分かりやすいか、論証を支えるデータや資料がちゃんと提示されているかなど、「中身」に自分が納得できるまで書いてください。

　また、論文＝難解で良い、という誤解が一般にあります。論文の第一目的は「自分の言いたいことを相手に分かってもらう」ことですから、難解で良いわけはありません。「同級生や後輩が読んでも分かる」「専門外の人が読んでも分かる」ことを目標に、丁寧で分かりやすい説明をいつも心がけてください。自分にとって当たり前のことも、他人にとっては当たり前だとは限りません。

引用と剽窃について
「卒業論文について」の中でも同じことが書かれていますが、重要なことですので再掲します。ここに書かれていることは、卒業論文が不可になるかどうかの重要なポイントが含まれていますので、よく読んで理解し、不明な点があれば指導教員に質問してください。

剽窃とは

　「剽窃（ひょうせつ）」は日常では耳にしないことばですが、簡単にいえば他人が書いたものを「注記なく書き写すこと・コピペすること」です。たとえ論文の一部分であっても剽窃が発見された場合は著作権を違反した「盗作」扱いとなり、処罰の対象となります。卒業論文において剽窃＝注記のない書き写しが一箇所でも見つかった場合は、その卒業論文は「不可」となります。

引用とは

　いっぽう、他人が書いたものを「適切な方法で」参照元を明示しつつ引き写したものは「引用」とされ、剽窃とはみなされません。「引用」は著作権法においても著作権者に許諾を得ることなく利用できる方法です。では「適切な方法」とはどのようなものでしょうか。

　日本の法律である「著作権法」の第32条には以下のような文言があります。

「公正な慣行に合致すること、引用の目的上、正当な範囲内で行われることを条件とし、自分の著作物に他人の著作物を引用して利用することができる。同様の目的であれば、翻訳もできる」

では「公正な慣行」とはどのようなものでしょうか。文化庁のウェブサイトでは「引用における注意事項」として以下のように記されています。

「他人の著作物を自分の著作物の中に取り込む場合、すなわち引用を行う場合、一般的には、以下の事項に注意しなければなりません。

（1） 他人の著作物を引用する必然性があること。

（2） かぎ括弧をつけるなど、自分の著作物と引用部分とが区別されていること。

（3） 自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であること（自分の著作物が主体）。

（4） 出所の明示がなされていること。」

レポートでも卒業論文でも、以上の引用ルールを確実に守る必要があります。繰り返しますが、他人が書いたものを引き写す場合、かならずかぎ括弧でくくるなどし、その都度出典を記してください。

引用の方法

　本文中に資料や文献を引用するときは、短いものであれば引用符を付して本文中に引用し、5, 6行以上にわたる長いものの場合は独立した引用文とします。引用する際、引用の末尾に、出典の略称、ページ数をカッコにいれて示し、論文末尾につけた参考文献リストと照合することによって、出典についての細かい情報を与えることとします。

　以下に日本語文献の引用の例を示します。どのようなものが剽窃（盗作）になりどのようなものが引用になるのでしょう。今井むつみ『ことばと思考』(2010年、岩波書店)の一節をもとにした引用例を示します。まず元のそのままの文言を見てみましょう。

読者の多くは「思考」ということばを聞くと、じっくりと思案、熟慮することと思うのではないだろうか。「思索」に近いイメージかもしれない。しかし、心理学で「思考」というと、それよりもかなり広い意味で用いられる。心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めることは、立派な「思考」である。

（今井 2010: 6–7）

これを以下のように引き写すと剽窃/盗作となります。

例１：剽窃/盗作とみなされる例。網掛け部分が他人の文章の書き写しで出典元を明記していない。

	　そもそも「思考」とは何を指すのか。「思考」ということばを聞くと、じっくりと思案、熟慮することと思うのではないだろうか。「思索」に近いイメージかもしれない。しかし、心理学で「思考」というと、それよりもかなり広い意味で用いられる。心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めることは、立派な「思考」といえるのである。


いっぽう、以下のように他人の文章の引用であることを明示すればそれは著作権法で認められた「引用」となり、剽窃/盗作とはなりません。

例２：大きな引用の例。このようにすれば剽窃とならない。ただし引用が大きいのであまり多用すべきでない。
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。これについて、今井 (2010)は以下のように述べている。

『読者の多くは「思考」ということばを聞くと、じっくりと思案、熟慮することと思うのではないだろうか。「思索」に近いイメージかもしれない。しかし、心理学で「思考」というと、それよりもかなり広い意味で用いられる。心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めることは、立派な「思考」である。』

今井 (2010: 6–7)


また、自分の文章に他人の引用を挟み込んで引用することもできます。

例３：引用例。自分のことばの中に引用を混ぜた方法。元の文言をそのまま使ったところは「」で囲むこと。
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。これについて今井 (2010: 6-7)は、一般の「思考」のイメージは「じっくりと思案」「熟慮する」といったものであると述べるいっぽうで、心理学における「思考」とは、「人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指す」とする。たとえば、「自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めること」でさえ、立派な思考だと言えると言うのだ（今井 2010: 7）。


他者の文章をそのまま引き写さず自分のことばで書いたとしても、「内容」が他者の見解であればきちんとそれを示さなければなりません。
例４：引用例。自分のことばで言い換えているが自分の主張ではなく今井(2010)の主張であることを明記している。
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。これについて、今井 (2010: 6–7)は、一般の「思考」のイメージと違い、心理学における「思考」とは、人が脳内で行う認知活動すべてを指すのだと言う。

　例を挙げてみよう。たとえば、あなたが自動販売機の前で、缶コーヒーを選んでいるとしよう。お金を入れて5秒ほどでボタンを押して買う。こういったことでさえ、立派な「思考」と言えると今井 (2010: 7)は述べている。


以上のように、自分の見解でないものについては常に引用元を明記するようにしてください。

　なお引用文中の省略は、英文の場合、ピリオド3つ半角スペースを入れて[ ]でくくって表します。

（文中の省略） The man [. . .] wanted to enter the center of eternity and grasp the moment of truth. 

（文中から文末までの省略） The man in black wanted to enter the center of eternity [. . .].

（一文丸ごと省略） He tried really hard.[. . .] But all he could see was nothingness.

日本文の場合は省略記号全角2文字分(［‥‥］)で表します。
インターネット上の情報について

　卒業論文にしても、授業のレポートにしても、先行研究を調べて引用する場合は出版された本や論文を参照することが求められます。また昨今はインターネット上で学術論文のPDFファイルを閲覧・ダウンロードできる場合も多いので、それを先行研究とすることもできます。そういったPDFの論文の場合はほとんどの場合1ページ目のヘッダまたはフッタにその論文がもともとどこに掲載された論文かという「書誌情報」が記してあります。自分のレポートや卒業論文の参考文献一覧には、インターネットのURLではなく、書誌情報を記すようにしてください。

　いっぽう、ネットの情報でもウェブサイトやブログを先行研究とするのは避けましょう。本や学術論文は編集者のチェックや審査が入った上で出版されています（例外もあります）が、それ以外のネット情報は情報の質や正確さが担保されていません。つまりある意味「好き勝手に書かれている」ので学術的な信頼度が低いと言えます
。Wikipediaについても、そのまま参考文献とすることはなるべく避けてください。ただし、Wikipediaの基本方針には、「掲載記事は先行文献に基づかなければならない」とあります
。つまり、Wikipediaに書いてあることは原則的にすべて先行文献に基づいているということであり、そのため各記事には必ず文献の一覧が載っています。Wikipediaを参考にする場合は、Wikipediaの記事そのものを引用するのではなく、Wikipediaの記事の元となった文献をあたるようにしましょう。
最後に

　以上の引用ルールは卒業論文だけでなく、ふだんのレポートにおいても守らなければなりません。中高校生のときは、本やネットに書いてあることをまとめればそれで良いと認められたことがあるかもしれません。しかし大学レベルではそのようなことは許されません。必ず引用形式を守らなければならず、守らなければそれは剽窃/盗作とみなされます。逆に言えば、引用形式を確実に守れば、剽窃/盗作とはなりません。

　もしあなたが先行研究をベースに卒業論文を書いていて、「引用だらけになってしまっている」と感じたならば、それはそもそもの出発点である問題設定に問題があると考えた方が良いでしょう。前述したように、問題設定が一般的すぎるとその答えは先行研究ですでに書かれていますから、引用ばかりになってしまいます。どのような切り口にすれば良いのか、指導教員とよく相談するようにしましょう。

� 日本語版のMicrosoft Wordは、デフォルトでは英文字はCenturyの設定となっているが、欧米ではTimes New Romanが一般的で、Centuryは好まれない。日本語に少し英単語が混じる程度だと小ぶりなTimes New Romanより大ぶりなCenturyのほうがバランスが良いが、英文の占める割合が多い場合はTimes New Romanの方が見栄えが良い。英文で全部の論文を書くときはTimes New Romanにすること。


� http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/gaiyo/chosakubutsu_jiyu.html　(2017年1月4日)


� ただし大学のウェブサイト上に公開されている専門の研究者による解説などはある程度の信頼度があります。例えばStanford Encyclopedia of Philosophyはその一例。


� https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:独自研究は載せない (2017.2.9アクセス)
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